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●JOA ロゴマーク決定 
JOA ロゴを決める投票が平成 17 年度全
日大会会場で行われ、大会参加者 700
名のうちの389 名の方々が投票をされま
した。東京都新宿区在住の岩崎康範氏
の作品（下の図案）が１２３票を得て、決
定しました。岩崎氏には、来る5 月 14 日
開催予定の平成 17 年度決算総会にお
いて懸賞金 30000 円が贈呈されます。 

                            
 
●O-Fｏrum2006 

平成 17 年度全日本大会の前日 3 月
25 日栃木県矢板市中央公民館で
O-Forum2006 開催しました。 

午前中は普及方策とOCAD の研修を
実施し、１6 名の参加がありました。 

午後は 43 名の参加があり、席が不足
気味になるほど盛況でした。冒頭に専務
理事の村越さんから「ＪＯＡのこれからの
ビジョン、目標、具体方策について説明
があり、アウトドアを取り巻く状況は多様
化や大学生の部活離れ、学校教育中で
危険・事故回避志向からオリエンテーリ
ングも競技人口面では厳しい状況にある
が、地図読みなどアウトドアの基本を活
かした、社会知名度の向上を図っていく
必要がある」などの話がありました。 

引き続き、普及・教育分科会と競技・
大会の質分科会に分けれ、発表と意見
交換がされました。 

 
【普及・教育分科会】  
★中高生オリエンティアについて（大野
聡生） 
<発表概要>現状 10 校 100 名の中高生
オリエンティアの状況下ではインターハ
イで優勝しても喜びを十分に感じにくく、

活発なオリエンテーリングクラブのある大
学へ進学しても、続けていく意欲は低い
のが現状である。また、クラブ活動のた
めに、交通費などに年間１０万円も負担
があり、父兄にとっては厳しい。東海高
校では、地域クラブのエリートに技術面
で面倒を見てもらい、意欲と技術の向上
を図っている。経験から学校の中に OL
クラブを増やすのは難しいと感じており、
地域クラブの中で育成していくのが望ま
しいと思っている。地域クラブオリエンテ
ィアとの接点を持つために、コースの中
に共通レッグあれば話のきっかけになる
と思う。また、最近の中高生は自ら働き
かけはあまりしなくなっているので、皆さ
んからの声かけをお願いしたい。 

（大野聡生：愛知県の東海中学・高校
ワンダーフォーゲル部顧問、JOA 普及委
員、同校は 3 月に開催されたインターハ
イではリレーで優勝、個人選では 2 位か
ら8 位まで独占） 
★パーマネントコース（以下 PC）につい
て（大高竜亮 高村卓） 

ＰＣ推奨コースを 愛好家から送られ
た情報をもとに編集し、JOA の HP に掲
載したが、字が小さいなどまだ不十分な
点があり、改善が必要と感じている。4 月
から優れたコース紹介を月替わりで載せ
る計画で、歴史や名物なども折込ながら
掲載し、見た人が興味を持てるようにし
ていきたい。 

また PC 地図の販売方法について、 
セブンイレブンのマルチコピー機を使用
することを検討中（普及委員会）。 利用
者はプリント料としてＢ４サイズ 200 円、Ａ
３サイズ 280 円をコンビニに払うが、その
うち、半額は販売依頼者にバックされる
ので、JOA と県協会で配分を決めていけ
ば、かなりの収入も期待できる。などの話
がありました。 

（大高竜亮：JOA 普及教育委員、全国
の PC コース６２２コースを走破  高村
卓：JOA 普及教育委員、埼玉県協会事
務局） 
 
【競技・大会の質分科会】 

一定の成功を収めている大会のコン
セプト・大会運営の心構えについて、菅
原琢さんや池ヶ谷悦朗さんから話があり、
今までのJOA のやり方に対する批判を
素直に受け止めて改革へ結びつけて行

きたいとの宮川強化委員長の話がありま
した。 

大会の調整について近畿連絡会の事
例を愛場さんから話があり。公認大会カ
テゴリーA ついては早く公表をしてほし
いという要望がありました。 

ブロック制は地域での一定の役割を
果たしているが、主催大会の廻りもちに
ついては、柔軟な枠組みでの運営を考
えていきたい。また 17 年度の全日本大
会で行った実行委員会形式は、地図の
問題、事務局のマンパワーの問題があり、
今後の課題です。 
（菅原琢：多摩 OLC 所属。同クラブは毎
年 1 月にジュニアチャンピオン大会を開
催し、ジュニアの育成に寄与。 池ヶ谷
悦朗：大会運営のエキスパート） 
  

全体会議では、オリエンテーリング大
会のインターネットが充実しているが、初
心者向きの大会の HP を作成したらどう
か、さらに他のアウトドア関係へリンクも
図ってほしいとの要望があった。また、初
心者要項の作成が必要ではないかとの
要望があり、今後サンプル収集などして、
いくことになりました。 

競技者登録者には一般の大会でも参
加料割引など特典を増やしてほしいとの
要望もありました。 
 

●コントローラ研修会開催 
新しい主催・公認大会制度におけるコ

ントローラの役割の周知、コントローリン
グ技術の向上、コントローラの養成を目
的として 18 年度のコントローラ研修会を
開催します。 尚、第 1 回についてはマ
ガジンでのお知らせができなかったこと
をお詫び申し上げます。 
【日時】第 1 回 5 月 13 日（土）東京、 第
2 回 10 月 14 日（土）名古屋、 第 3 回 3
月 17 日（土）静岡 
【参加資格】①コントローラ認定登録者
（平成 18～20 年度） ②過去にコントロ
ーラ資格を有した者で平成 18～20 年度
未認定者 ③ディレクタ1 級または 2 級
の者 ④コントローラに関心のある者 
【特典】・コントローラ認定登録者（①）の
義務研修として位置づけます 。・参加資
格②の者は、第 1 回または第 2 回研修会
に参加することにより、コントローラとして
資格認定されます。ただし、登録は平成
19～20 年度となる。・参加資格③および
④の者は、将来のコントローラ資格認定
の際に、実績として考慮されます。 
 

●オリエンテーリング諸規定
集発行 

2002 年に発行以来、規定も変わって
きましたので、2005 年版を発行しました。
すでに、各都道府県協会へ注文のあっ
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た分を送っています。 尚、発行が大幅
に遅れたことをお詫びいたします。 

個別に購入を希望される方はJOAへ
申し込みをお願いします。定価は１５００
円（送料込みで１６００円）です。郵便振
込で受け付けますので、口座番号：００１
５０－２－１４３４９８ 加入者名：社団法人
日本オリエンテーリング協会 通信欄に
「諸規定集送付希望」と明記し、送金し
てください。折り返し、送付します。 
 

●オリエンテーリングリーフレ
ット作成 
A4 両面カラー印刷のオリエンテーリング 
紹介リーフレットを 2 万部作成しました。
オリエンテーリングの普及に活用してくだ
さい。10 部以上、1 部 5 円で有料配付し
ます。JOA へ申し込みをしてください。 

 

●主催・公認大会情報 
平成 18 年度の主催・公認大会につい

ては 4 月号で案内しましたが、JOA ホー
ムページで逐次公表していきます。 
近々の公認大会は次の通りです。年齢
別ランキングなど特典が増えた公認大会
へお誘いあわせ、多数参加ください。 
<>内はカテゴリー  
?東大大会（千葉） ６月４日（日） <A> 
?パークＯツアー北海道第 2 戦 6 月 11
日（日）<S>   
?さくらんぼ大会（山形県）スプリント 6 月
17 日（土）<S> 
?同ミドル 6 月 17 日（土）<A>  
?同ロング 6 月 18 日（日） <A>  

 

●競技者登録 
 今年は 6 月に公認大会が５つあります
ので、競技者の皆さんは早めに、都道府
県協会へ競技者登録申請をしてくださ
い。都道府県協会はＪＯＡへ 5 月 15 日ま
でに競技者リストを届けてくださるようお
願いいたします。その後は平成 19 年 1
月末まで 18 年度の申請として受け付け
ます。また、競技者登録をしないと年齢
別ランキングが適用されません。更に、
エリートクラス出場資格を取得しても、行
使できません。 
 

●平成 18 年度エリートクラ

ス出場資格について 
18 年度は出場資格を以下のように運

用します。 
取得は大会カテゴリー に示す順位以

内のものがエリート資格を得ることができ
ます。ただしエントリー数の１/2(端数切り
上げ)以内の順位までとします。 
１、主催・公認大会（カテゴリー A） 
E クラスが設定される場合：E クラス男子
20 位、女子 10 位、E クラスを除く最高ク
ラス男女 3 位。 
E クラスが設定されない場合：最高クラス
男子 20 位、女子 10 位。 
２、公認大会（カテゴリー B） 
E クラスが設定される場合：E クラス男子
10 位、女子 5 位、E クラスを除く最高クラ
ス男女 1 位。 
E クラスが設定されない場合：最高クラス
男子 10 位、女子 5 位。 
３、公認大会（カテゴリー S） 
当面エリートクラス出場資格取得の対象
としません。 
 エリートクラス出場資格を取得した者は
以下の条件において行使できます。 
（１）18 年度競技者登録者であること。
（２）17 年度主催および公認大会でエリ
ート出場資格を取得したものは 18 年度
主催・公認大会において行使できます。
（３）18 年度主催・公認大会で取得した
場合は 3 ヶ月後から1 年後の半期末（9
月または 3 月）までに開催する大会で行
使できます。 
 
平成 18 年度全日本大会ジュニアエリー
ト（２０E）クラスの出場資格は以下のとお
りです。平成 18 年度全日本大会２１E ク
ラスの出場資格を持つ者のうち、20 歳以
下の者。平成 18 年度主催・公認大会（カ
テゴリーA）において、20 歳以下のみを
対象とした最高クラスで男子 10 位、女子
5 位以内。同じく18 歳以下のみを対象と
したクラスで 1 位のもの。公認大会（カテ
ゴリーB）では 20 歳以下のみを対象とし
た最高クラスで男子 5 位、女子 3 位以内
のもの。また 18 歳以下のみを対象とした
最高クラスで 1 位のものとなります。尚、
この順位に競技者登録対象外の短期滞
在外国人は含めません。 
 

●平成 18 年度エリート資格

者リスト（平成１８年４月１日現在、

JIS コード順） 

＜男子エリートクラス＞ １００名 
JoergVetter 安井真人 安斎秀樹 安
田太郎 稲津隆敏 稲葉英雄 羽鳥和
重 永井亮 円井基史 加賀屋博文 
加藤弘之 海老成直 樺沢直行 鎌田 
健太郎 丸山茂樹 岩倉毅 吉岡慶祐
吉村年史 吉田勉 金谷敏行 栗城吾
央 元木悟 後藤陽一 高橋元気 高橋 

善徳 高橋雄哉 高田智実 今井直樹
紺野俊介 佐々木良宜 佐藤時則 坂
本貴史 笹谷淳一 三宅文彦 山岸甚
太郎 山口尚宏 山口大助 山崎貴彦 
山本英勝 山本真司 寺垣内航 鹿島
田浩二 篠原岳夫 小河原成哲 小山 
温史 小泉成行 小暮喜代志 小野田 
剛太 小林康浩 松下愛則 松澤俊行
新隆徳 新宅有太 新田見俊宣 深川 
陽平 諏訪高典 水嶋孝久 菅原琢 清
谷智弘 西尾信寛 西脇正展 青山弘
毅 石澤俊崇 川上崇史 前田裕太 早
野哲朗 足立恭平 村越真 多田宗弘  
大西康平 大塚友一 大嶋真謙 樽見
典明 池陽平 中村貴史 長縄知晃 津
国真敏 田所真之 田濃邦彦 渡辺研
也 土田智宏 藤沼崇 藤生考志 飯田 
遼一 樋口一志 美藤陽一 美濃部篤
浜端紀行 福田雅秀 片山裕典 牧山 
知彦 茂木堯彦 木本浩慈 柳下大 李 
敬史 鈴木陽介 和久田好秀 櫻本信
一郎 澤田晴雄 纓坂 尚 
＜女子エリートクラス＞ ５０名 
井手恵理子  稲葉茜 宇野明子 臼倉 
由起 永井夕里子 加納尚子 花木睦
子 皆川美紀子 宮川祐子 宮内佐季
子 宮本知江子 橋本陽子 金子しのぶ
金子恵美 元木友子 原響子 原直子
工藤千晶 広江望 荒井奈穂美 高野 
由紀 斎藤早生 三好暢子 山口季見
子 志村直子 鹿島田真理子 酒井佳
子 小林正子 松本知佐子 森澤寿里 
深沢博子 清谷千鶴 青山由希菜 石
山佳代子 千葉光絵 千葉妙 中島亜
香音 長田江美 田島利佳 渡辺円香 
波多野夏子 番場洋子 疋田はるか 福
井享子 峯村綾香 豊田安由美 朴峠
周子 落合志保子 澤地未来 髙野麻
記子 
 

●ＪＯＡニュース原稿募集 
18 年 7 月号での企画について皆さん

から情報をお寄せください。 
１、行政や他の団体などの催しに連携し、
多くの人々にオリエンテーリングを体験し
ていただいたり、展示を見ていただいて
いる事例 
２、元気にオリエンテーリングの普及や
指導にあたっている方、団体（クラブ・協
会など） 
３、１９６６年に東京高尾山で開催された
徒歩ラリーの写真や地図をお持ちの方、
お貸しください。 
連絡先：ＪＯＡ広報委員会 小野盛光 

 Ｅメール：m-ono@mui.biglobe.ne.jp 
〒444-0856 岡崎市六名 1 丁目 5-6 

尚、JOA ニュースの発行に伴い、メ
ールマガジンは 9 月と 3 月の 2 回発信
に変更し、有料購読者の方にも JOA
ニュースを郵送させていただきます。 

 (小野盛光) 


